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災害廃棄物の仮置場とは

• 仮置場は、災害廃棄物を分別、保管、処理するために一時的に集積する
場所であり、被災した家財を含む災害廃棄物の速やかな撤去、処理・処
分を行うために設置する。
（災害廃棄物対策指針 技術資料 §18-1）

↓
• 災害廃棄物は一時に大量に発生するため、処理まで適正に保管する場所
• 住民の生活環境保全の観点から災害廃棄物を集約して衛生的かつ安全に

管理する場所
• 分別を徹底することにより資源化と適正処理を進める役割するも担う



発災後、仮置場が速やかに設置されないと

• 片付けごみが町中に無秩序に排出される
• 多くは無分別の混合廃棄物となる
• 悪臭、粉じん、火災の危険など生活環境が悪化する
• 車両の通行障害、側溝の閉塞など日常生活の支障が生じる
• 便乗ごみ、不法投棄を誘発する
• ごみの排出場所と量の把握が困難で通報→対応に追われる
• 結果として災害廃棄物処理の期間が長引き、経費も増大

まるでいいこと無し
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仮置場選定に関して、よくいただく
ご相談・ご質問

① 適地がないので仮置場を作らず、自宅前排出orステーション排出または
地区集積場所 → 行政による収集で対応できないか

・小規模な災害なら対応可能（仮置場管理の必要なし）

・住宅密集地対応、排出弱者対応として検討の余地あり

・住民持ち込みの仮置場を設置しない場合でも、一定規模の廃棄物
保管場所の確保は必要

・排出されたごみを速やかに収集できる能力（車両・人員）の確保
が可能か

・災害直後の混乱期に排出ルールの徹底を図ることができるか

・自治会など地域で集積場所を管理できるか（成功例は少ない）



② 一つの自治体で仮置場候補地を何か所ぐらい選定するのが適切か

③ 仮置場は1か所あたりどれぐらいの面積が必要か

・自治体規模によるが、必ず複数選定を

・合併前の地域単位や小中学校区単位で考えてみる

・開設数が多すぎると管理が難しくなる

・指針では3,000㎡以上（それ以下では分別・搬出に支障）

・品目や用途を限るなどの工夫により狭い面積でも利用可能な場合も

・広い場所はレイアウトの工夫で管理しやすく

④ 発生量推計から算出した必要面積が到底確保できないがどうすればよいか

⑤ 選定した仮置場候補地は公開する必要があるか

⑥ 仮置場開設にあたっては住民説明は必要か

⑦ 民有地を仮置場とすることができるか、事例はあるか

・当面は片付けごみの発生量に見合った面積があればよい

・公開、非公開は自治体に任されている
（近年は公開する自治体の割合が増えてきている）

・災害ごみの排出は説明会を待ってくれない

・事例は複数あるので適地があれば検討してみるべき
（事前に調整、可能ならば覚書締結など）



災害廃棄物仮置場選定の手順

仮置場の場所選定 1  (検討対象地)
• 仮置場として利用できそうなオープンスペースのリストアップ

→ 所属部署の管理地 （廃棄物処理施設の用地・跡地など）
その他の市町村有地 （管財部署等に問い合わせ）
職場・職員による個別情報 （職歴・居住歴などから）
ネット情報（Google map航空写真等）を利用して空地を検索

• 先入観を持たず、可能な限り幅広くリサーチを行う
→ ごみの置けそうな場所を手あたり次第探す （数百か所は当たり前）



仮置場の場所選定 ２ （絞り込み）
• 絞り込みの手順

a 地理的条件、社会的条件、輸送条件等から理想の配置と個所数を考えてみる
b 指針技術資料18-3のチェック項目に基づき、リストアップした土地を評価する
c 地域の個別事情により勘案すべき要素を加味する
→ a、ｂ、ｃ を総合的に比較検討し、候補地を絞り込む

↓
• 絞り込んだ候補地の土地管理者を調査し、災害時の用途等について確認する

↓
• 絞り込んだ候補地に足を運び、現地の状況を確認する

仮置場候補地評価シートの例



候補地絞り込みにあたっての留意事項

• 災害時の用途競合で簡単に利用をあきらめない！
（臨時ヘリポート、仮設住宅用地など）

• 現地確認 → 仮置場としての利用を前提に必要な対応を検討
（管理運営委託予定先と同行し事前打ち合わせをする事例も）

• 複数用地の機能分担も検討を
（住民持込用と行政回収用、家電集約場所など）

仮置場の場所選定 ３ (準備態勢)

• 選定した候補地のリストを防災部局と共有しておく
• 候補地リストを公開する場合は、その方法・手順を踏む
• 災害が発生した場合の土地管理者との連絡調整の手順を確認しておく
• 候補地の地元自治会と下話をしておく
• 実際に使用する場合の備えて候補地ごとの分別配置等のレイアウトを

作成する
• 候補地ごとに仮置場の運営に必要な資機材、人員とその調達方法を検

討する
• 仮置場についての広報内容を準備・確認しておく



https://www.nies.go.jp/kari-hai/entry

ご清聴ありがとうございました


